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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年12月期第３四半期 8,379 － △767 － △749 － △661 －

2025年12月期第３四半期 － － － － － － － －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年12月期第３四半期 △30.48 －

2025年12月期第３四半期 － －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年12月期第３四半期 15,993 11,562 72.3 531.95

2025年12月期 16,142 12,181 75.5 561.96

（参考）自己資本 2026年12月期第３四半期 11,562百万円 2025年12月期 12,181百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年12月期 － 25.00 － 24.00 49.00

2026年12月期 － 8.00 －

2026年12月期（予想） 8.00 16.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,000 △53.8 △1,000 － △1,000 － △900 － △41.44

１．2026年12月期第３四半期の業績（2026年１月１日～2026年９月30日）

（注）2025年12月期第３四半期は連結業績を開示しておりましたが、2026年12月期第１四半期より非連結での業績を開示

しております。そのため、2025年12月期第３四半期の経営成績（累計）及び対前年同四半期増減率については記載

しておりません。

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

２．2026年12月期の配当方針につきましては、財務の健全性及びフリー・キャッシュ・フローを総合的に勘案した

上で、安定した配当の実施を目指し、実施することといたします。

３．2026年12月期の業績予想（2026年１月１日～2026年12月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年12月期３Ｑ 34,471,000株 2025年12月期 34,471,000株

②  期末自己株式数 2026年12月期３Ｑ 12,734,434株 2025年12月期 12,794,671株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年12月期３Ｑ 21,712,449株 2025年12月期３Ｑ 21,669,362株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無

②  ①以外の会計方針の変更              ：無

③  会計上の見積りの変更                ：無

④  修正再表示                          ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての

注意事項等については、[添付資料]Ｐ．３「１．経営成績等の概況（3）業績予想などの将来予測情報に関する説

明」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法）

決算補足説明資料は、当社ウェブサイトに掲載する予定です。
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１．経営成績等の概況

　当社は、前第３四半期累計期間については四半期連結財務諸表を作成し、四半期財務諸表を作成していないため、

前年同期との比較分析は行っておりません。

(1）当四半期の経営成績の概況

当第３四半期累計期間における我が国の経済は、雇用・所得環境の改善を背景に、緩やかな回復基調で推移し、個

人消費は持ち直しの動きがみられました。一方、中東情勢をはじめとする国際情勢の不安定化、原材料価格・エネル

ギー価格の高騰、通商政策を含む米国の政策動向、金融資本市場の変動や自然災害の影響等により、先行きは不透明

な状況が続いております。

こうした環境の下、当社は、ミッション「正しい情報を効率的につなぐ」に基づき、多くの情報から正しい情報を

導き出し、その情報を必要とする方々へ効率的に届けることに注力した結果、経営成績は次のとおりとなりました。

当第３四半期累計期間は、2025年７月31日付で、オンラインモールのストア向けサービスに係る取引契約が終了し

た影響等により、売上高は8,379百万円となりました。

販売費及び一般管理費は、AI検索時代に対応したナラティブマーケティング領域への戦略的投資の継続及び本社移

転に係る一時費用の計上があった一方で、コストカットを実施したことにより、3,724百万円となりました。

営業損失は767百万円、経常損失は749百万円、四半期純損失は固定資産売却益を計上したことにより、661百万円

となりました。

セグメントの経営成績は次のとおりであります。

①マーケティングソリューションズ事業

マーケティングソリューションズ事業は、コマース事業者の集客と販売促進を支えるソリューションを提供する事

業であります。主要なサービスは、成果報酬型広告「アフィリエイト」であります。

当第３四半期累計期間におきましては、「アフィリエイト」について、ショッピング分野は好調に推移しました

が、金融分野において一部広告主の広告出稿方針の変更等がありました。この結果、セグメント売上高は7,437百万

円、セグメント利益は748百万円となりました。

②トラベルテック事業

トラベルテック事業は、宿泊施設への集客とDXを支えるソリューションを提供する事業であります。主要なサービ

スは、宿泊予約システム「DYNA IBE（ダイナ アイビーイー）」及びホテル管理システム「DYNA PMS（ダイナ ピーエ

ムエス）」であります。

当第３四半期累計期間におきましては、前年下期に発生した一部宿泊施設チェーンの解約による影響がある中、集

客支援オプションによる宿泊取扱高が順調に推移しました。この結果、セグメント売上高は950百万円、セグメント

損失は167百万円となりました。
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(2）当四半期の財政状態の概況

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当第３四半期会計期間末の資産合計は15,993百万円となり、前事業年度末と比べて149百万円減少しました。

流動資産は13,103百万円となり、前事業年度末と比べて1,941百万円減少しました。これは、主に現金及び預金が

1,267百万円、売掛金が409百万円減少したことによるものであります。

固定資産は2,889百万円となり、前事業年度末と比べて1,792百万円増加しました。これは、主に建物附属設備が

292百万円、工具、器具及び備品が259百万円、投資有価証券が1,196百万円増加したことによるものであります。

（負債）

当第３四半期会計期間末の負債合計は4,430百万円となり、前事業年度末と比べて469百万円増加しました。

流動負債は3,964百万円となり、前事業年度末と比べて142百万円増加しました。これは、主に買掛金が254百万

円、未払金が423百万円減少したものの、賞与引当金が101百万円、その他流動負債が712百万円増加したことによる

ものであります。

固定負債は465百万円となり、前事業年度末と比べて326百万円増加しました。これは、繰延税金負債が326百万円

増加したことによるものであります。

（純資産）

当第３四半期会計期間末の純資産合計は11,562百万円となり、前事業年度末と比べて618百万円減少しました。こ

れは、主にその他有価証券評価差額金が710百万円増加したものの、利益剰余金が剰余金の配当により694百万円、四

半期純損失の計上により661百万円減少したことによるものであります。

②キャッシュ・フローの状況

当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は9,758百万円となり、前

事業年度末と比べて1,267百万円減少しました。

当第３四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果獲得した資金は128百万円となりました。これは、主に税引前四半期純損失が660百万円であり、マ

イナス要因として、未払金の減少額が412百万円であったものの、プラス要因として、売上債権の減少額が409百万

円、預り金の増加額が779百万円であったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は706百万円となりました。これは、主に有形固定資産の取得による支出が599百万円

であったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は689百万円となりました。これは、主に配当金の支払額が689百万円であったことに

よるものであります。

(3）業績予想などの将来予測情報に関する説明

  業績予想につきましては、2026年１月30日の「2025年12月期　決算短信」で公表いたしました2026年12月期の業績

予想を修正しております。詳細につきましては、本日（2026年10月29日）公表の「業績予想の修正及び役員報酬の減

額に関するお知らせ」をご覧ください。

　なお、本四半期決算短信における業績見通し等の将来に関する記述は、本四半期決算短信の発表日現在において入

手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合がありま

す。
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（単位：百万円）

前事業年度
（2025年12月31日）

当第３四半期会計期間
（2026年９月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,026 9,758

売掛金 2,198 1,789

前払費用 211 254

未収入金 1,400 1,232

未収還付法人税等 126 －

その他 97 74

貸倒引当金 △15 △6

流動資産合計 15,045 13,103

固定資産

有形固定資産

建物附属設備（純額） － 292

工具、器具及び備品（純額） － 259

有形固定資産合計 － 551

無形固定資産

ソフトウエア － 43

ソフトウエア仮勘定 － 0

無形固定資産合計 － 43

投資その他の資産

投資有価証券 757 1,954

その他 477 478

貸倒引当金 △137 △137

投資その他の資産合計 1,096 2,294

固定資産合計 1,096 2,889

資産合計 16,142 15,993

負債の部

流動負債

買掛金 1,237 982

未払金 2,303 1,880

未払法人税等 － 6

賞与引当金 － 101

その他 280 992

流動負債合計 3,821 3,964

固定負債

繰延税金負債 139 465

固定負債合計 139 465

負債合計 3,961 4,430

純資産の部

株主資本

資本金 1,728 1,728

資本剰余金 1,224 1,194

利益剰余金 20,427 19,071

自己株式 △11,499 △11,442

株主資本合計 11,880 10,551

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 300 1,011

評価・換算差額等合計 300 1,011

純資産合計 12,181 11,562

負債純資産合計 16,142 15,993

２．四半期財務諸表及び主な注記

(1）四半期貸借対照表
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（単位：百万円）

当第３四半期累計期間
（自　2026年１月１日

至　2026年９月30日）

売上高 8,379

売上原価 5,422

売上総利益 2,957

販売費及び一般管理費 3,724

営業損失（△） △767

営業外収益

アフィリエイト報酬精算益 0

事業譲渡益 10

その他 8

営業外収益合計 19

営業外費用

為替差損 1

その他 0

営業外費用合計 1

経常損失（△） △749

特別利益

固定資産売却益 88

特別利益合計 88

税引前四半期純損失（△） △660

法人税、住民税及び事業税 1

法人税等合計 1

四半期純損失（△） △661

(2）四半期損益計算書
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（単位：百万円）

当第３四半期累計期間
（自　2026年１月１日

至　2026年９月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △660

減価償却費 47

株式報酬費用 20

貸倒引当金の増減額（△は減少） △8

受取利息 △0

投資事業組合運用損益（△は益） △0

事業譲渡損益（△は益） △10

固定資産売却損益（△は益） △88

売上債権の増減額（△は増加） 409

仕入債務の増減額（△は減少） △254

未収入金の増減額（△は増加） 167

未払金の増減額（△は減少） △412

預り金の増減額（△は減少） 779

その他 △16

小計 △28

利息の受取額 0

法人税等の支払額 △0

法人税等の還付額 157

営業活動によるキャッシュ・フロー 128

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △599

有形固定資産の売却による収入 88

無形固定資産の取得による支出 △46

投資有価証券の取得による支出 △159

事業譲渡による収入 10

差入保証金の差入による支出 △0

差入保証金の回収による収入 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △706

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △0

配当金の支払額 △689

財務活動によるキャッシュ・フロー △689

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,267

現金及び現金同等物の期首残高 11,026

現金及び現金同等物の四半期末残高 9,758

(3）四半期キャッシュ・フロー計算書
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（単位：百万円）

報告セグメント

調整額
（注）１

四半期損益
計算書計上額

（注）２
マーケティング
ソリューション

ズ事業

トラベルテック
事業

計

売上高

成果報酬型広告

「アフィリエイト」

ASP  1,394 －  1,394 －  1,394

コンサルティング  3,781 －  3,781 －  3,781

オプション  1,873 －  1,873 －  1,873

DYNATECH －  942  942 －  942

その他  387 －  387 －  387

顧客との契約から

生じる収益
 7,437  942  8,379 －  8,379

外部顧客への売上高 7,437 942 8,379 － 8,379

セグメント間の

内部売上高又は振替高
－ 8 8 △8 －

計 7,437 950 8,388 △8 8,379

セグメント利益又は

セグメント損失（△）
748 △167 581 △1,348 △767

(4）四半期財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

当第３四半期累計期間（自　2026年１月１日　至　2026年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失の調整額△1,348百万円は、各報告セグメントに帰属しない全社費用で

あります。

２．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期損益計算書の営業損失と調整を行っております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（持分法損益等の注記）

　当社が有している関連会社は、利益基準及び利益剰余金基準からみて重要性が乏しいため、記載を省略しておりま

す。
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